受　第3号様式

	整理

番号
	
	協議番号
	        ―
	 新設   改造   受水槽以降改造

	
	
	協議月日
	令和     年     月     日
	


各戸計量徴収協議書（受水槽式給水）
	1．申請地
	仙台市 　　　　 区

	2．建築物概要
	建築物名
	用途業態

	
	□ 新築  □ 既存
	  地上      階 ・ 地下      階  ・  総戸数       戸

	3．メーター関係
	親メーター
φ      　mm


	各戸計量メーター　　　　　用　途
  φ     mm ×     個（　　　　　　）
  φ     mm ×     個（　　　　　　）
  φ     mm ×     個（　　　　　　）　合  計　　　個

	4．受水槽関係
	設置場所（                ）・受水槽以降の給水方式（ ポンプ直送・高置水槽 ）

	5．メーター設置
	パイプシャフト内の設置については、下記参考事項を尊守し施工します。


注意：水道局の各戸計量開始日について、協議終了後に営業課計量係と、手続きや切替日等について打合せをする。事前の打合せがないと、局検針は開始されません｡
【 参考 】  パイプシャフト内のメーター設置は、下記事項を遵守し施工する｡
	① 各メーター室の寸法は、有効開口部で、幅450mm×高さ450mm×奥行き300mm 以上とし、この空間にガス、電気メーター・給湯器・排水管等、他の構造物の干渉がない。

② パイプシャフト内の各戸メーター前後の配管（給水用具）は、メーターユニットを使用する。

・メーターユニットの設置は、メーター室開口部左右より中央に位置し上端より300mm以上の間隔をとり、手前寄りに水平に設置する。

・減圧弁を設置する場合はメーターユニットの上流側に設置する｡
③ 凍結防止のため、各メーター室の給水管・メーターユニットには凍結防止加温器・カバー（ポリスチレンフォーム製）で保温工を施す。
・凍結防止加温器は共用電源を使用し、メーターユニット１個に１セット取り付け、メーター部のヒーター巻きは、メーターの下をはわせて巻く。

・保温カバー及び保温材は、すき間ができない様に留意し、部屋番号を明記する。

④ 吸排気弁には、通水開始時等における水の飛散防止用の間接排水の設備を設けるなど、適切な措置を講ずる。

⑤ 漏水等により階下に影響を及ぼさないよう、水はけに必要なスラブの水勾配・排水口等、防水且つ排水に必要な措置を講ずる。

⑥ 各戸メーター室の扉には、鍵を原則として設置しない。取り付ける場合は共用使用できるタキゲンＡ―１４７を使用する。

⑦ オートロックマンション等の、メーター検針・料金徴収業務等及びメーター交換時の入館については配慮する。

その他．施行要領「第６章 第1節 3メーターの設置」による。     
〔給水装置工事施行要領より〕
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